
時
)
大
光
明
八
六
号。

日
)
光
明
ニ
ニ
七
号
。

跡
見
花
践
女
史

跡見花蹟女史

上
人
が
学
徳
兼
備
の
高
僧
で
あ
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
知
来
様

の
霊
育
を
豊
か
に
受
け
ら
れ
た
上
人
の
御
徳
の
輝
き
は
、

そ
の
お
姿
の
上
に
も
は
っ
き
り
と

拝
せ
ら
れ
、
あ
る
お
方
に
は
生
け
る
地
蔵
菩
醸
の
知
く
拝
せ
ら
れ
た
。
ま
た
、
御
説
法
中
の

お
姿
は
、
京
都
百
万
遍
知
恩
寺
蔵
の
善
導
大
師
御
画
像
に
生
き
写
し
に
ま
し
ま
し
た
と
。
全

国
光
明
会
員
は
、
老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
上
人
を
渇
仰
し
奉
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、

い
わ
ゆ

る
、
知
識
階
級
の
中
に
も
、
上
人
の
学
問
と
人
格
に
傾
倒
し
た
人
々
が
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
愛
媛
大
学
の
川
本
正
良
氏
は
、
「
最
初
の
印
象
」
と
題
す
る
文
章
に
、
上
人
と

の
め
ぐ
り
合
い
を
、
感
激
を
こ
め
て
記
し
て
お
ら
れ
る
が
、
「
笹
本
上
人
を
偲
ぶ
」
と
題
す
る

別
の
文
章
の
中
で
、
上
人
の
「
真
実
の
自
己
」
が
学
問
的
に
も
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で

あ
っ
て
、

い
か
に
卓
越
し
た
説
教
で
あ
る
か
を
説
明
し
、
自
身
こ
の
「
お
話
を
聞
き
、
数
日

川本正良先生

に
し
て
百
八
十
度
の
廻
転
を
し
た
こ
と
を
思
い
出
す
」
と
述
べ
、
上
人
こ
そ
は
現
代
の
要
求

す
る
真
の
説
教
者
で
あ
り
、
偉
大
な
る
指
導
者
で
あ
る
、

と
讃
え
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
、
名
古
屋
大
学
の
太
田
耕
治
氏
は
、
自
分
の
光
明
主
義
入
信
の
端
緒
は
、
「
戒
浄
上
人

の
御
人
格
に
ふ
れ
て
、
上
人
の
よ
う
に
な
ら
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
、
厚
い
上
人
へ
の



(
口
)
細
井
良
亮
氏
稿
「
太
田
耕
治

先
生
を
偲
ぶ
」
・
光
明
二
四
O
号

参
照
。

(
問
)
「
礼
拝
儀
講
話
」
(
全
集
上
巻

四
O
|
四
一
・
一
O
八
頁
)
、
「
三

昧
の
念
仏
に
つ
い
て
」
七
・
八
(
光

明
五
一
五
・
五
一
六
号
)
。

(
川
口
)
跡
見
先
生
に
つ
い
て
は
、
熊

野
好
月
先
生
著
「
み
手
に
ひ
か
れ

て
」
九
八
|
一
O
五
頁
に
詳
し
い
。

ま
た
、
同
書
九
四
|
九
六
頁
に
は
、

三
島
通
陽
氏
関
係
の
記
述
が
あ

る
。
犬
塚
助
次
郎
氏
に
つ
い
て
は
、

高
橋
源
次
氏
稿
「
笹
本
上
人
様
と

犬
塚
助
次
郎
先
生
の
思
い
出
L

一

|
三
(
新
・
大
光
明
一

一
六
・
一

三
二
・
二
ニ
三
号
)
を
参
照
さ
れ

た
し
。

帰
依
に
基
づ
く
」
と
い
う
こ
と
を
、

(
口}

し
ば
し
ば
語
ら
れ
た
と
い
う
。

上
人
に
帰
依
し
た
有
識
者
は
勿
論
、
学
者
に
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、

女
流
教
育
家
と
し
て
著
名
な
跡
見
花
隈
女
史
、
鎌
倉
光
明
会
の
恩
人
と
い
わ
れ
る
海
軍
少
将

犬
塚
助
次
郎
氏
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
で
有
名
な
子
爵
三
島
通
陽
氏
(
同
氏
の
蒲
田
や
那
須
野
の
別

犬塚助次郎氏

荘
で
は
、
別
時
会
が
開
か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
本
章
口
絵
写
真
参
照
。
)
ら
が
、
深
く
上
人
に
傾
倒
さ
れ

て
い
た
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
跡
見
先
生
は
、
初
め
日
蓮
宗
の
信
者
で
あ
っ
た
が
、

上
人
の
導
き
に
よ
っ
て
念
仏
者
と
な
ら
れ
た
。
先
生
の
信
仰
の
歴
程
に
つ
い
て
は
、
上
人
の

法
話
の
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
真
剣
に
念
仏
三
昧
を
行
じ
ら
れ
た
結
果
、
知
来
様
の
お

育
て
を
豊
か
に
受
け
て
、
尊
い
境
涯
に
達
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
上
人
は
、
先
生

2 

の
信
何
の
指
導
者
で
あ
り
、
か
つ
よ
き
理
解
者
で
あ
ら
れ
た
。
そ
し
て
上
人
は
、
先
生
が
す

ぐ
れ
た
教
育
者
で
、
人
格
者
で
あ
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
敬
意
を
表
し
て
お
ら
れ
た
。
上
人

が
先
生
を
尊
敬
し
て
お
ら
れ
た
こ
と
は
、
二
人
の
お
嬢
様
を
跡
見
女
学
校
に
入
学
さ
せ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
で
も
わ
か
る
と
思
う
。


